
 

 

平成 21 年第 7 回（9 月）出雲崎町議会定例会 

一 般 質 問 

平成 21 年 9 月 15 日（火）午前 9 時 30 分開議 

順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

１ 

 

宮下孝幸 議員 

（一括質問） 

○国道 352 号線について 

 国庫財政の厳しい中、海岸地区へ貫ける構想に進捗が

中々みられない現状で、多聞寺様前のカーブは、運転

者はもちろんの事、歩行者や自転車などで通行される

方々にとって、死角の多さや幅員の狭さも手伝って

か、大変危険なカーブと言われて来ました。現実問題

としての拡幅工事が困難な箇所ではあると認識いた

しますが、町民の安全を確保する為に、行政は知恵を

絞らねばなりません。特に、日々の通学路として利用

する中学生にあっては、危険と背中合わせの日々を強

いている訳で、万一の事があっては断じてならない訳

であります。財政的な件を考慮したとしても、緊急非

難的な対策は必要であるものと考え、その為の施策と

して、カーブ付近だけでも、傾斜地を利用した出し棚

方式の歩道の設置を管理者である県に強く申し入れ

るべきと考えますが、当局の見解を伺います。 

２ 

 
諸橋和史 議員 

(一括質問) 

① 六郎女地区の基盤整備の 22 年度予算は地元の要望に

答えられる予算か。 

② 町は中山間地型の基盤整備を進めているが、残りの面

積が多過ぎ、多年数がかかり過ぎです。担い手育成型

の整備に転換し、町全体を進める事はどうか。 

③ 自立農業を実践している高齢者と次期後後継者の問

題をお聞きし、担い手型の基盤整備を考え検討願えな

いか。 

④ 川西地区の農振除外地を農振地区に入れて、町の残り

の未整備地区を一括整備する考えはないか。 



 

 

順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

３ 

 

 

 

 

 

田中 元 議員 

(一問一答) 

○介護保険事業について 

 

① 特養やすらぎの里の入所予約されている方が約 90 名

いらっしゃいます。特養の増床が難しいなら短期入所

のための増床の考えがあるか伺います。 

 

② 船橋地内の借地が未利用になっていますが、デイサー

ビスだけでなく、短期入所施設の建設のお考えはあり

ますか。 

４ 

 

三輪 正 議員 

(一問一答) 

○街並みの重点整備について 

 

 街並み整備事業の重点地区として、尼瀬地区が示され

ました。 

 整備によって、観光客などの交流人口を増やすことに

より、町の賑わいや商工業の活性化が期待されます。

 そのためには、町の関係部門と観光協会、商工会など

の関係機関がスクラムを組んで総力で取り組む必要

があると考えますが、町当局の今後の取り組みについ

てお伺いします。 



 

 

順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

５ 

 

仙海直樹 議員 

(一問一答) 

① 若者の定住策について 

当町は 5、6 年後には人口が 4 千人台になるのではと

も言われております。それに歯止めをかけるために若

者の定住問題は深刻です。企業誘致による定住対策が

難しいのであれば、町の良さや新たな行政サービスを

考え、もっと PR していかなければならないと考えま

す。町長の考えをお聞かせ下さい。 

 

② 町の子育て支援充実に対する期待について 

平成 17 年 3 月の「いきいきいずもざきっ子プラン」

のアンケート結果の中で、上位に子連れでも出かけや

すく、楽しめる場所を増やしてほしい等ありますが、

「ふれあいの里」周辺で大きめの公園またはフラワー

パーク的な公園、花による町興しなどはできないでし

ょうか。町長の考えをお伺いします。 

 


